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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
く
希
望

に
満
ち
た
初
春
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
町
政
全
般
に
わ
た
り
ま
し

て
、
格
別
の
ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
景
気
は
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
に
よ
っ
て
穏
や
か
な
回
復
基
調
が
続

き
、
雇
用
・
所
得
環
境
も
引
き
続
き
改
善

傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
な
か
、
昨

年
９
月
に
は
衆
議
院
が
国
会
招
集
日
冒
頭

で
の
解
散
と
な
り
、
10
月
に
執
行
さ
れ
た

第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
最
高
裁
判

所
裁
判
官
国
民
審
査
に
お
い
て
は
、
政
権

与
党
の
議
席
数
が
３
分
の
２
を
上
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
地
方
自
治
を
取
り
巻
く
環
境

は
引
き
続
き
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

の
顕
在
化
に
加
え
、
東
日
本
大
震
災
以
降

続
い
て
い
る
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
の
国
際

化
、
領
土
問
題
、
Ｊ
Ｒ
問
題
な
ど
、
著
し

い
変
化
が
続
く
な
か
、
政
府
は
、
生
産
性

改
革
と
人
づ
く
り
改
革
を
車
の
両
輪
と
し

て
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
最
大
の
壁
に
立

ち
向
か
う
と
と
も
に
、
子
育
て
、
介
護
な

ど
現
役
世
代
が
抱
え
る
大
き
な
不
安
を
解

消
し
、高
齢
者
も
若
者
も
安
心
で
き
る「
全

世
代
型
」
に
向
け
て
、女
性
が
輝
く
社
会
、

高
齢
者
も
若
者
も
、
障
が
い
や
難
病
の
あ

る
方
も
、
誰
も
が
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ

る
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
を
創
り
上
げ
る

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
も
日
本
各
地
で
は
多
く
の
自
然
災

害
に
悩
ま
さ
れ
た
一
年
で
あ
り
、「
九
州

北
部
豪
雨
」
を
は
じ
め
、
９
月
に
は
、
台

風
18
号
が
史
上
初
の
日
本
の
本
土
４
島

（
九
州
、
四
国
、
本
州
、
北
海
道
）
の
全

て
に
上
陸
し
、
全
国
各
地
で
記
録
的
な
豪

雨
と
な
り
、
道
内
で
も
こ
の
大
雨
に
よ
る

河
川
の
増
水
に
よ
り
畑
や
道
路
が
冠
水

し
、
地
盤
が
緩
み
土
砂
災
害
も
発
生
し
多

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
改
め
て
、
こ
れ
ら
の
災
害
に
よ
り

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
一
刻
も
早
く

被
災
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
で
き
る

生
活
を
取
り
戻
せ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
各
地
で
テ
ロ
事
件
が
発
生

す
る
な
か
、
北
朝
鮮
は
、
相
次
い
で
日
本

海
に
向
け
て
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
す
る
と
と

も
に
、
一
昨
年
９
月
以
来
、
６
回
目
と
な

る
核
実
験
を
行
っ
た
と
さ
れ
、
特
に
、
８

月
と
９
月
に
は
、
２
度
に
わ
た
り
ミ
サ
イ

ル
が
日
本
上
空
を
通
過
し
、
襟
裳
岬
の
東

方
に
落
下
さ
せ
た
こ
と
で
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
る
情

報
伝
達
が
初
め
て
行
わ
れ
る
な
ど
、
対
北

朝
鮮
情
勢
は
一
層
緊
迫
し
て
お
り
ま
す
。

　

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
は
、
大
相
撲
で
は
日

本
出
身
力
士
と
し
て
は
若
乃
花
以
来
19
年

振
り
に
、
第
72
代
横
綱
・
稀
勢
の
里
が
誕

生
し
、
さ
ら
に
、
22
年
振
り
の
新
横
綱
で

の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
11
月
に
発

覚
し
た
力
士
に
よ
る
暴
行
問
題
は
、
相
撲

人
気
に
水
を
さ
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
年
少
棋
士
の
藤
井
聡
太
四
段

が
公
式
戦
29
連
勝
を
達
成
し
、
30
年
振
り

に
記
録
を
更
新
し
、
さ
ら
に
、
陸
上
で
は

桐
生
祥
秀
君
が
日
本
学
生
対
抗
選
手
権
の

男
子
１
０
０
ｍ
決
勝
で
、
９
秒
98
を
記
録

し
日
本
選
手
と
し
て
は
初
と
な
る
９
秒
台

に
到
達
す
る
な
ど
若
い
力
が
飛
躍
し
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
高
校
通
算
最
多
１
１
１
本
塁

打
を
達
成
し
た
早
稲
田
実
業
の
清
宮
幸
太

郎
君
は
、
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
に
お

い
て
７
球
団
か
ら
１
位
指
名
を
受
け
、
交

渉
権
を
獲
得
し
た
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
へ
の
入
団
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、本
町
出
身
の
玉
井
大
翔
投
手
は
、

新
人
な
が
ら
中
継
ぎ
と
し
て
24
試
合
に
登

板
し
６
月
に
は
プ
ロ
初
勝
利
を
挙
げ
、
防

御
率
も
２
点
台
を
マ
ー
ク
す
る
な
ど
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
佐
呂
間
町
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
９
月
に
は
佐
呂
間
町
議
会
議
員
選
挙

が
行
わ
れ
、
議
員
定
数
10
名
に
対
し
12
名

が
立
候
補
し
、
平
成
21
年
以
来
８
年
振
り

の
選
挙
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
に
お
い
て
は
、
春
先
の
雪
解
け
も

早
く
作
業
は
順
調
に
進
み
、
農
作
物
の
生

育
は
平
年
並
み
に
推
移
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
生
育
期
の
不
安
定
な
気
温
や
長
雨
、

強
風
な
ど
に
よ
り
、
農
作
物
全
般
に
大
き

な
影
響
を
受
け
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

酪
農
・
畜
産
に
お
い
て
も
、
生
乳
生
産
が

前
年
を
若
干
下
回
る
状
況
で
推
移
し
た
も
の

の
、
乳
価
の
引
上
げ
や
固
体
販
売
全
体
が
堅

調
に
推
移
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

農
業
全
体
の
実
績
は
、
天
候
不
順
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
計
画
を
若
干
下
回
る
程
度

で
の
販
売
額
の
確
保
と
な
り
ま
し
た
。

　

漁
業
に
お
い
て
は
、
外
海
ホ
タ
テ
漁
業

は
減
産
と
な
り
ま
し
た
が
、
高
値
で
取
引

き
さ
れ
、
養
殖
ホ
タ
テ
に
つ
い
て
は
、
生

産
数
量
は
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
と
な
り
、
単

価
の
高
騰
に
支
え
ら
れ
販
売
額
は
計
画
を

上
回
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ッ
カ
イ

シ
マ
エ
ビ
漁
は
、
一
昨
年
に
引
き
続
き
資

源
量
は
低
水
準
で
あ
り
、
高
単
価
で
は
あ

上
と
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
を
中
心
と
し

た
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
地
域
医
療
の
充
実
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

活
力
あ
る
町
政
の
発
展
と
住
民
の
負
託

に
応
え
る
た
め
、
総
合
的
な
行
政
の
振
興

方
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
町
民
憲
章
の
も
と

に
「
英
知
と
友
愛
と
勇
気
」
を
も
っ
て
結

集
し
、
住
み
よ
い
社
会
の
建
設
に
積
極
的

に
参
加
願
う
と
と
も
に
、
地
域
自
ら
の
発

想
と
総
意
工
夫
に
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
な
る
第
４
期
町
総
合
計
画
の

「
心
豊
か
で
快
適
な
く
ら
し
を
支
え
る
ま

ち
」、「
豊
か
な
自
然
と
人
が
共
存
す
る
産

業
」、「
ふ
れ
あ
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
社

会
」「
こ
こ
ろ
育
む
魅
力
あ
る
教
育
」
を

目
標
に
、「
青
い
湖
と
緑
の
大
地　

人
が

輝
く
未
来
の
サ
ロ
マ
」
の
実
現
に
向
け
、

情
勢
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
住
ん
で

み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
と
住
民
生
活
の
安
定
向
上
に

最
大
限
の
努
力
を
傾
注
す
る
た
め
、
私
ど

も
町
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
平

成
30
年
が
実
り
あ
る
最
良
の
年
と
な
り
、

皆
さ
ま
が
益
々
ご
健
勝
で
ご
活
躍
さ
れ
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

佐
呂
間
町

　
町
　
　
長
　
川
根
　
章
夫

　
副
町
長
　斉
藤
　
裕
美

　
　
　
　
　
　
他
職
員
一
同

町
議
会

　
議
　
　
長
　
吉
野
　
正
剛

　
副
議
長
　三
田
　
真
美

　
　
　
　
　
　
他
議
員
・
職
員
一
同

教
育
委
員
会

　
教
育
長
　仲
川
　
倫
則

　
　
　
　
　
　
他
委
員
・
職
員
一
同

農
業
委
員
会

　
会
　
　
長
　
佐
野
　
敏
治

　
　
　
　
　
　
他
委
員
・
職
員
一
同

選
挙
管
理
委
員
会

　
委
員
長
　内
藤
　
学
峰

　
　
　
　
　
　
他
委
員
一
同

監
査
委
員

　
代
表
監
査
　
川
又
　
則
之

　
委
　
　
員
　
髙
橋
　
紀
久

遠
軽
地
区
広
域
組
合
佐
呂
間
消
防
団

　
団
　
　
長
　
吉
野
　
厚
志

　
　
　
　
　
　
他
団
員
・
職
員
一
同

り
ま
し
た
が
、
計
画
を
下
回
る
水
揚
げ
額

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
さ
け
定
置
網
漁

業
は
大
幅
な
漁
獲
減
と
な
り
、
さ
ら
に
、

牡
蠣
は
、
稚
貝
付
着
不
良
及
び
２
年
牡
蠣

の
斃
死
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
水
揚
げ
高

は
前
年
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

林
業
に
お
い
て
は
、
一
昨
年
の
秋
の
造

林
事
業
が
積
雪
の
た
め
で
き
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
昨
年
は
造
林
事
業
量
が
増
え
、

国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
継
続
的

な
森
林
資
源
の
保
全
に
努
め
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

商
業
・
土
木
・
建
設
関
係
に
お
い
て
は
、

公
共
投
資
事
業
の
下
支
え
と
民
間
事
業
の

効
果
か
ら
好
循
環
と
な
り
雇
用
促
進
に
つ

な
が
る
な
ど
、
町
内
で
の
消
費
拡
大
に
も

明
る
い
兆
し
が
見
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
、
核
家
族
化
の
進
展
と

と
も
に
、
郊
外
の
地
域
に
住
む
一
人
暮
ら

し
の
お
年
寄
り
が
増
加
し
、
生
活
物
資
の

調
達
や
冬
期
間
の
除
雪
な
ど
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
状
況
か
ら
、
低
所
得
者
で
も

入
居
が
可
能
で
、
か
つ
、
身
体
機
能
が
低

下
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
住
み
続
け
る
こ

と
の
で
き
る
「
高
齢
者
福
祉
住
宅
（
安
心

ハ
ウ
ス
）」
を
建
設
し
、
昨
年
暮
れ
よ
り

入
居
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
身
体
機
能
が
低
下
し
た
一
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
方
が
安
全
で
安
心

し
て
生
活
の
で
き
る
居
住
環
境
の
整
備
向



4　H30.15 　H30.1

　佐呂間中学校３年生が、総合的な学習の一環で11
月 20日に『町長・教育長との懇談』、12月 13日に『第
４回町議会定例会の傍聴』と２回にわたり町政につ
いて学習しました。この学習は、生徒自身が社会の
一員として、自覚を深め、積極的に社会と関わるこ
とのできる資質や能力を育てることを目的に行われ
ています。町長・教育長との懇談では、自分達の暮
らしや行政に関して質問し、議会の傍聴では、真剣
な眼差しで取り組む姿勢に、佐呂間町の将来を担う
生徒達の頼もしさを感じました。

　平成 29 年 11 月３日付けで、元遠軽地区広域組合
佐呂間町消防団副団長の長岡敏雄氏が、平成 29 年
秋の叙勲『瑞宝単光章』を受章されました。長岡氏
は、38 年余りの永きにわたり、消防活動に貢献され、
豊富な知識と経験を生かし、任務の重大性を常に念
頭に置き、消防組織の充実強化、指導育成に努める
など、勇猛果敢な行動とその卓越した指揮能力によ
り数多くの災害に対処し、その手腕を発揮されまし
た。叙勲は、12 月７日に役場応接室において川根
章夫町長から長岡氏に伝達されました。

　12 月５日、佐呂間高校３年生の総合的な
学習の一環で、『第４回佐呂間町の食文化体
験及び進路講話』が行われました。これは、
サロマ湖悠林館オーナーの大石税氏の「生ま
れ育った故郷に誇りを持ち高校を巣立ってほ
しい」との熱い思いにより実現されており、
当日は、佐呂間漁業協同組合の阿部與志輝氏、
㈱トップファームの井上登氏、㈱カネテツ谷
川水産の谷川哲也氏が講師を務め、自分達の
故郷の魅力を伝えるとともに卒業を控える３
年生へ郷土愛に満ちたエールをいただきまし
た。この授業をとおして、故郷の〝魅力〟を
知り、そして、故郷の〝味〟をしっかりと味
わった経験は、生徒達のこれからの未来の貴
重な財産となったことでしょう。

4H30.1

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝

に
て
輝
か
し
い
平
成
30
年
の
新
春
を
迎
え
ら
れ

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
際
的
に
は
ア

メ
リ
カ
大
統
領
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
就
任
し
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
離
脱
を
表
明
す
る
な
ど
世
界
経
済
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
世
界

各
地
で
の
無
差
別
テ
ロ
事
件
の
多
発
、
北
朝
鮮

に
よ
る
度
重
な
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
な

ど
、
人
類
を
不
安
に
陥
れ
る
出
来
事
に
強
い
憤

り
を
感
じ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
国
内
に
お
い
て
は
、
衆
議
院
解
散
に

よ
り
総
選
挙
が
行
わ
れ
自
民
党
の
圧
勝
の
も
と

第
４
次
安
倍
内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
が
、
日
本

経
済
は
回
復
基
調
に
あ
る
と
は
言
う
も
の
の
、

デ
フ
レ
脱
却
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
昨
年
も
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生

し
、
３
月
に
は
栃
木
県
の
ス
キ
ー
場
の
な
だ
れ

事
故
、
７
月
に
は
九
州
北
部
豪
雨
な
ど
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

明
る
い
出
来
事
と
し
て
は
、
藤
井
四
段
の
将
棋

の
連
勝
記
録
や
桐
生
選
手
の
日
本
人
初
の
１
０
０

ｍ
９
秒
台
達
成
、
早
稲
田
実
業
の
清
宮
選
手
の
北

海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
入
団
な
ど
、
若
い

世
代
の
活
躍
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
町
を
か
え
り
み
ま
す
と
、
基
幹
産

業
の
農
業
は
成
長
期
の
天
候
不
順
に
よ
り
農
作

物
は
当
初
計
画
の
２
割
減
の
販
売
実
績
と
な

り
、
ま
た
酪
農
畜
産
は
搾
乳
戸
数
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
農
業
全
体
で
は
若
干
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

漁
業
に
つ
い
て
は
、
養
殖
ホ
タ
テ
は
価
格
高

騰
を
受
け
販
売
額
は
計
画
を
大
き
く
上
回
り
ま

し
た
が
、
サ
ケ
漁
、
カ
キ
に
つ
い
て
は
、
漁
獲

量
が
落
ち
る
な
ど
、
全
体
の
水
揚
げ
高
は
減
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
経
済
、
雇
用
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
商
品
券
発
行

な
ど
の
各
種
施
策
に
よ
り
、
町
内
消
費
活
動
の

活
発
化
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、
買
い
物
や
除
雪
等
に
不
便

を
き
た
す
郊
外
の
お
年
寄
り
が
市
街
地
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
「
安
心
ハ
ウ
ス
」

も
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
で
は
、
本
町
出
身
の
玉
井
大
翔
投
手
が

５
月
に
初
登
板
、
６
月
に
は
プ
ロ
初
勝
利
を
上

げ
、
我
々
も
そ
の
投
球
を
一
喜
一
憂
し
な
が
ら

応
援
し
て
お
り
ま
し
た
。
２
年
目
の
今
年
は
、

玉
井
投
手
の
更
な
る
飛
躍
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
て
い
る
昨
今
、

地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お

り
、
基
幹
産
業
の
活
性
化
対
策
、
人
口
減
少
対

策
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
医
療
・
福

祉
政
策
等
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
議
会
に
お
い
て

も
昨
年
の
改
選
に
よ
り
議
会
構
成
が
変
わ
り
ま

し
た
が
、
本
町
が
自
立
し
た
町
と
し
て
将
来
を

見
据
え
た
安
定
的
な
行
財
政
運
営
が
可
能
と
な

る
よ
う
に
、
的
確
か
つ
適
正
な
議
会
活
動
に
全

力
を
傾
注
し
、
そ
の
任
を
果
た
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

本
年
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
ご
健
勝
で
幸
多

い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
あ
げ
、

新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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